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計画策定に向けて実施した

調査結果について
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⚫ 現状、人口は微増傾向にあるが、10年後の2035年には人口が減少し始める。

⚫ 高齢化率も高くなり、1０年後には約28%に到達する見込みである。

⚫ 人口減少による税収の減少や高齢化に伴う社会保障費の増加に加え、燃料費や人件費等の物価
高騰にともない、交通サービスを維持することは、今以上に困難になることが想定される。

図 くるりんバス 収支率・補助金額の推移（全体）

※補助金額は再編・改善等にかかる臨時的経費および広告収
入等の臨時的収入は含まない

補助金額（赤字補填額）：約5,932万円（R5年
度）

利用者1人あたりの税負担額：約289円（R5年度）

市民1人あたりの税負担額：約320円（R5年度）

運行経費：約9,160万円（R5年度）

運賃収入：約3,228万円（R5年度）

※1乗車あたりの運賃：180円（R7.1.1現在）
出典：住民基本台帳データと立川市提供データ

※実績値は各年1月１日現在のデータ

図 5年ごとの年齢3区分別人口と高齢化率の推
移

出典：市提供データ

長期総合計画基本構想のデータ
に差し替え予定

人口

（人）

H27

（2015）

R2

（2020）

R7

（2025）

R12

（2030）

R17

（2035）

0～14歳 22,423 22,154 20,941 20,042 19,542

15～64歳 115,525 116,768 119,234 117,989 113,571

65～74歳 22,408 21,686 18,708 19,074 22,914

75歳以上 18,734 23,482 27,374 29,085 28,468

合計 179,090 184,090 186,257 186,190 184,495

出典：立川市第5次長期総合計画基本構想

◼ 人口推計

• 令和７（2025）年１月１日現在の立川
市の総人口は、186,257 人。令和５
（2023）年１月１日現在の住民基本台
帳登録人口を基準人口とし、コーホー
ト要因法を用いて将来人口の推計を
行った。総人口は、令和 10（2028）
年の 186,390 人をピークに減少して
いき、目標年次である令和 16
（2034）年度（令和 17（2035）年１
月１日）の総人口は、184,495 人とな
り、1,762 人の減少となる見通し。
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（１）立川市の現状 参考データ（人口の推移・推計）



⚫ 路線バスの利用者はコロナ前と比較すると8～9割程度に減少している。

⚫ 全国的に、バスの運転手（担い手）の総数も減少しており、かつ高齢な運転者の割合が増加し
ているが、これは東京都内でも同様の状況である。

⚫ 今後、相互の影響によって、バスの減便等がさらに進行していく可能性が考えられる。

図 路線バス乗車人員の推移（市
内）

出典：立川市統計年報

コロナ前の
8～9割程度

乗車人員・運転者数の推移
は本編と重複
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◼ 鉄道・モノレール

• 乗降客数（乗車数）※の推移は、平成31（2019）年度までは増加傾向。
• 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受け、令和２(2020）年度に大きく減少。
• 令和３年度以降は回復傾向にあるが、令和５年度においても平成31（2019）年度と比較

して９割程度となっている。

（１）立川市の現状 参考データ（公共交通利用者数の推移）
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図 路線バス乗車人員の推移（市内）
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コロナ前の
8～9割程度

乗車人員・運転者数の推移
は本編と重複

出典：立川市統計年報

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

立川バス 28,943人 28,602人 28,054人 27,705人 17,637人 17,880人 20,129人 23,981人

西武バス 28,162人 22,947人 23,306人 22,261人 17,022人 17,319人 18,467人 19,149人

京王バス 111人 115人 114人 43人 56人 67人 71人 62人

◼ 路線バス
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• 路線バスの乗車人数の推移は、平成31年度
にかけて減少傾向。

• 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、
令和２年度に大きく減少。

• 令和３年度以降は回復傾向にあるものの、
令和５年度においても平成31年度の8割程
度の数値に止まっている。
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• 大型二種免許保有者の数は令和５年にかけて
減少傾向。

• 平成28年と令和５年を比較すると約17％減少。

• 大型二種免許の保有比率では、全体の約60％
が60代以上となっている（50代以上は約84％）。

◼ 大型二種免許保有者の推移
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出典：立川市統計年報

コロナ前の
8～9割程度

乗車人員・運転者数の推移
は本編と重複

◼ タクシー
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• 乗務員数は平成28年度から令和４年度にかけ
て14,000人以上減少。令和４年度から令和５
年度にかけては若干増加。

• 女性の乗務員数は、コロナ過で一時期減少し
たものの、増加傾向。

• 車両台数は平成28年度から令和5年度にか
けて緩やかに減少。



（１）立川市の現状 参考データ（交通不便地域）

⚫ くるりんバスが運行している西砂町や錦町エリアでの交通不便地域※の面積は小さい一方、砂川
町、柏町や富士見町には広範囲な交通不便地域が存在している（下図赤枠内）。

⚫ 時間帯別（朝・日中・夜間）で見ても交通不便地域が極端に増加することはない（時間帯による差は
ほとんどない）。

※交通不便地域の定義
以下の①、②の両方を満足しない地域
①バス停・鉄道駅・モノレール駅からの

距離300m以内
②バスの運行本数1時間に1方向1本程度
以上（1日34本以上）

時間帯別（朝・日中・夜）で
見た場合、日中時間帯でこ
の地域のみ交通不便地域
の面積が増加

出典：各事業者時刻表、国土数値情報、基盤
地図情報、国土地理院地図を加工して作成

時間帯別の不便地域についてこ
れまでの打合せで提示したもの

◼ 交通不便地域の検討（※バス停は路線バス停留所のみを対象＝くるりんバス等のコミュ二ティバスは対象外）

• 全時間帯（7:00～23:00）と昼間時間帯(9:00～16:00)における交通不便地域を以下に示す
• 比較の結果、昼間時間帯（9:00～16:00）の基準を片道運行本数7本以上と定義した場合、時間帯による交通不便地域の

差異は、下図の赤枠箇所(泉町住宅モノレール本社前)のみであった

全時間帯（7:00～23:00） 昼間時間帯（9:00～16:00）

参考：各バス事業者時刻表、国土数値情報、国土地理院地図を加工して作成

◼ 交通不便地域の検討（※バス停は路線バス停留所のみを対象＝くるりんバス等の
コミュ二ティバスは対象外）

• 全時間帯（7:00～23:00）と昼間時間帯(9:00～16:00)における交通不便地域を以下に示す。

• 比較の結果、昼間時間帯（9:00～16:00）の基準を片道運行本数7本以上と定義した場合、時間帯に
よる交通不便地域の差異は、図の赤枠箇所(泉町住宅モノレール本社前)のみであった。
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昼間時間帯（9:00～16:00）全時間帯（7:00～23:00）



◆ 立川市の現状について

⚫ バス

図：時間帯別運行本数(R6)（※コミュニティバス含む）

参考：各バス事業者時刻表、国土数値情報、国土地理院地図を加工して作成

図：利用者数（路線バス） 図：運行本数減便図（H25→R6）（コミュニティバス除く）

1時間あたりの運行本数（7:00～9:00） 1時間あたりの運行本数（9:00～16:00）

（１）立川市の現状 参考データ（バスの運行状況）

◼ 市内のバスの運行本数

• 通勤通学のピークが考えられる朝の時間帯（7:00～9:00）と日中の買い物などのお出かけが考
えられるお昼の時間帯（9:00～16:00）の運行本数を調査し、1時間当たりの運行本数を算出。
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■市民の移動実態

出典：東京都市圏パーソントリップ調査（平成20、平成30年）より作成

図：目的・代表交通手段別市内々移動の実態
図：立川市内を発地もしくは着地とする移動の代表交通手段分担率

図：市内々・内外・外内のトリップ総量の経年変化

（１）立川市の現状 参考データ（市民の移動実態）

• 市の中で完結する移動、市外への移動、市外からの移動の総量を集計。

• また上記の移動を代表交通手段別に集計すると、市内から市外、市外から市内への移動の約
40％を鉄道が占める。
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54.2%

77.1%

94.3%

97.2%

75.9%

90.7%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

立川(n=216,056)

玉川上水(n=36,690)

西国立駅(n=19,346)

西立川駅(n=12,099)

武蔵砂川駅(n=8,832)

西武立川駅(n=13,134)

柴崎体育館駅(n=4,356)

高松駅(n=10,969)

立飛駅(n=4,346)

泉体育館駅(n=3,013)

砂川七番駅(n=5,240)

バス 自動車 タクシー 二輪車 自転車 徒歩 その他

出典：東京都市圏パーソントリップ調査（平成30年）より
※立川：JR、多摩都市モノレール（立川北、立川南）の合算値
※玉川上水：西武鉄道、多摩都市モノレールの合算値

◼ 乗降駅別端末交通手段分担率

図 市内の乗降駅別端末交通手段分担率

• 立川駅と柴崎体育館駅は、徒歩に次いでバスの分担率が高い。

• 立川市北部に位置する駅（武蔵砂川駅や西武立川駅等）では、市南部の駅に比べ、自転車
の分担率が高い。

（１）立川市の現状 参考データ（市民の移動実態）
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◼ 商業圏域

• 市内もしくは市境付近にある商業施設（主にスーパーマーケット）から300～500mの地域、
500～800mの地域、800m以遠の地域とその地域に居住する人口は以下のとおり。

出典：市HP、国勢調査、地理院地図より作成

※R5立川市人口：185,483人

No. 施設名 No. 施設名

1 ピーコックストア玉川上水店 24 MEGA ドン・キホーテ立川店

2 東急ストア立川駅南口店 25 ららぽーと立川立飛

3 ヤオコー若葉町店 26 パークアベニュー

4 いなげや立川幸店 27 ファーマーズセンターみのーれ立川

5 いなげや立川栄町店 28 GREENSPRINGS

6 キッチンコート立川店 29 業務スーパー国立弁天通り店

7 さえき西立食品館 30 コープ弁天通り店

8 マルエツ武蔵砂川店 31 いなげやina21玉川上水駅前店

9 西友西国立店 32 フーズマーケットさえき大南店

10 ピーコックストア国立弁天通り 33 Olympic国立店

11 業務スーパー立川錦町店 34 西友青柳店

12 ミニコープ立川店 35 フーズマーケットさえき国立さくら通り店

13 サミットストア羽衣いちょう通り店 36 いなげやina21国立矢川駅前店

14 グルメシティ立川若葉店 37 ミニコープ国立西店

15 オーケー立川若葉町店 38 ヤオコー西武立川駅前店

16 フーズマーケットさえき柏町店 39 エコスTAIRAYA中神店

17 エキュート立川 40 いなげや小平小川橋店

18 伊勢丹立川店 41 ダイエー武蔵村山店

19 立川高島屋S.C. 42 イトーヨーカドー東大和店

20 フロム中武 43 ビックエー立川富士見町店

21 グランデュオ立川店 44 ダイレックス立川幸町店

22 ルミネ立川 45 オーケー立川富士見町店

23 IKEA立川

圏域 居住人口（高齢者数）
市全域人口に
占める割合

～300mの地域 約6.4万人（約1.6万人） 約3５%

300～500mの地域 約6.3万人（約1.5万人） 約34％

500～800mの地域 約4.6万人（約1.1万人） 約２５%

800m以遠の地域 約1.3万人（約0.3万人） 約７％

図 主要商業施設の商業圏域

（１）立川市の現状 参考データ （商業圏域）
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（２）市民アンケート （実施概要）

市民アンケート調査の概要

• 市民の日常生活における生活や移動実態、現状の課題認識、意向を把握すること。

■市民アンケート調査の実施概要

■市民アンケート調査の目的

■回答数
市民アンケート 市民アンケート

（生産年齢：15歳～64歳） （高齢者：65歳以上）

回答数
※1153（郵送：937 ,web：216）

426 721

市民アンケート（生産年齢：15歳～64歳） 市民アンケート（高齢者：65歳以上）

調査対象者 立川市在住の15歳以上64歳以下の市民 立川市在住の65歳以上の市民

（立川市に住民票を有する、令和6年10月1日
現在で15歳以上64歳以下の男女）

（立川市に住民票を有する、令和6年10月1日
現在で65歳以上の男女）

抽出方法 1,400人 1,600人

回収目標 420票（回収率30％想定） 560票（回収率35％想定）

調査方法 郵送配布・郵送回収／web回収 同左

調査期間 令和6年10月10日から10月31日まで 同左

※1153票の内、6票は年齢未回答
※12月15日時点で到着していた回答を分析の対象
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◼ 大問1

• 1-1 年齢

• 1-2 住まい

（２）市民アンケート （単純集計結果）

市民アンケートの質問項目ごとの単純集計結果を以下のとおり示す。
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• 1-3 世帯構成

• 1-5 自動車免許保有

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問1
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98.6%

（419）

78.6%

（562)

0.9%

(4)

15.4%

(110)
1.8%

(13)

0.5%

(2)

3.6%

(26)

0.6%

(4)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=425)

高齢者

(n=715)

困難ではない 多少困難はあるが、一人で外出する 一部で介助が必要 常に介助が必要 基本的に外出できない

• 1-4 同居家族の年齢（複数回答可）

82

32 21

59
32 39

275

59

0

100

200

300

400

生産年齢(n=426)

167

2 6 7 6 11

232

375

0

100

200

300

400

高齢者(n=721)

• 1-11 外出に関する身体的な困難さ

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問1
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• 1-6 免許返納意向（65歳以上）

10.2%

(61)

38.3%

(228)

9.2%

(55)

42.3%

(252)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上

(n=596)

返納予定(運転履歴証明含む) 将来返納予定 返納予定なし 現在免許未保有

• 1-7 東京都シルバーパスの利用（70歳以上）

44.3%

(251)

55.7%

(316)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

(n=567)

利用している 利用していない

22.3%

(94)

17.3%

(123)

40.4%

(170)

34.4%

(244)

37.3%

(157)

48.3%

(343)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=421)

高齢者

(n=710)

日常的に送迎してくれる家族等がいる 困ったときに送迎してくれる家族等がいる 送迎してくれる家族等はいない

• 1-8 自家用車で送迎してくれる家族等（親族・知人）の有無

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問1

17



0.5%

(2)

8

(8)
1.9%

(2)

10.6%

(45)

46

(46)

10.8%

(13)

13

(9)

3.1%

(4)

88.9%

(377)

370

(370)

87.3%

(409)

409

(683)

96.5%

(680)

利用したことはない

(684)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェアサイクル

(n=424)

カーシェアリング

(n=424)

電動キックボード

シェアリング(n=424)

シェアサイクル

(n=692)

カーシェアリング

(n=684)

電動キックボード

シェアリング(n=684)

生
産

年
齢

高
齢

者

よく利用する 利用したことがある 利用したことはない

• 1-9 所有している自動車、バイク・原付、自転車の有無

39.4%

(166)16

(16)

3.9%

(274)

274

(226)
65.1%

(18)

所有している

(373)

22.6%

(95)

7

(7)
1.7%

(42)

42

(71)

10.0%

(5)
家族で共用

(57)

38.0%

(160)

384

(384)

94.3%

(105)

105

(322)

24.9%

523

所有していない

(249)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車(n=421)

バイク・原付(n=407)

自転車(n=421)

自動車(n=619)

バイク・原付(n=546)

自転車(n=679)

生
産

年
齢

高
齢

者

所有している 家族で共用 所有していない

• 1-10 シェアリングサービスの利用有無

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問1
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◼ 大問1

• 1-12 -②自宅から最初に利用する駅までの交通手段（複数回答可）

48.5%

23.1%

0%

0.3%

17.3%

3.5%

1.5%

3.8%

7.0%

0.8%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

シェアサイクル

バイク・原付

路線バス

くるりんバス

タクシー

自動車

（自分で運転）

自動車

（家族等の送迎）

その他

生産年齢(n=３９８)

35.0%

13.0%

0%

0.2%

33.2%

2.6%

6.8%

3.3%

3.6%

2.4%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

シェアサイクル

バイク・原付

路線バス

くるりんバス

タクシー

自動車

（自分で運転）

自動車

（家族等の送迎）

その他

高齢者(n=548)

（２）市民アンケート （単純集計結果）
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• 1-13 -②自宅から最初に利用するバス停までの所要時間（徒歩）

38
49

67

42

18

0

50

100

150

200

250

生産年齢(n=214)

71

95

196

85

36

0

50

100

150

200

250

高齢者(n=483)

39
55

116

58

27

0

50

100

150

200

250

75歳以上(n=295)

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問1
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• 1-14  普段の1週間の外出頻度

4.3%

(18)

4.1%

(27)

3.1%

(13)

12.3%

(81)

3.8%

(16)

19.3%

(127)

10.8%

(45)

26.4%

(174)

17.2%

(72)

13.7%

(90)

60.8%

(254)

24.3%

(160)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=418)

高齢者

(n=659)

平日

平日は外出しない 1日 2日 3日 4日 5日

3.6%

(15)

20.1%

(114)

35.6%

(149)

48.0%

(272)

60.3%

(252)

31.9%

(181)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=416)

高齢者

(n=567)

土日

休日は外出しない 1日 2日

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問1
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• 2-1-①最もよく出かけた目的

269
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84
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生産年齢(n=419)
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高齢者(n=654)

271
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生産年齢(n=422)
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の
他

高齢者(n=664)

• 2-1-② 【最もよく出かけた目的】行先の施設区分

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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• 2-1-③最もよく出かけた行き先への頻度

8.9%

(37)

8.9%

(58)

3.8%

(16)

2.5%

(16)

45.9%

(192)

11.0%

(72)

12.7%

(53)

12.0%

(78)

11.2%

(47)

19.6%

(128)

10.0%

(42)

15.2%

(99)

3.3%

(14)

11.3%

(74)

3.6%

(15)

14.3%

(93)

0.5…

5.2%

(34)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=418)

高齢者

(n=652)

ほぼ毎日 週に6回 週に5回 週に4回 週に3回 週に2回 週に1回 月に1～3回 月に１回未満

• 2-1-④行き帰りに使う、立川市内での交通手段（複数回答可）

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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• 2-1-⑥「６.路線バス」「７.くるりんバス」を選んだ人のうち
交通手段としてバスを選択した理由（最もよく出かけた行き先）（複数回答可）

70.7%

34.1%

20.0%

17.1%

24.4%

10.2%

21.5%

29.8%

2.9%

4.9%

0% 25% 50% 75% 100%

バス停が自宅から近い

バス停が目的地に近い

移動時間が効率的である

運行本数が多く好きな時に

利用できる

安全に目的地まで行ける

移動が快適である

他の交通手段より安価である

他に交通手段がない

特に理由はない

その他

高齢者(n=205)

88.1%

33.9%

23.7%

16.9%

23.7%

18.6%

15.3%

18.6%

1.7%

8.5%

0% 25% 50% 75% 100%

バス停が自宅から近い

バス停が目的地に近い

移動時間が効率的である

運行本数が多く好きな時に

利用できる

安全に目的地まで行ける

移動が快適である

他の交通手段より安価である

他に交通手段がない

特に理由はない

その他

生産年齢(n=５９)

◼ 大問2

24

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• 2-1-⑦「６.路線バス」「７.くるりんバス」を選ばなかった人のうち
バスを利用しなかった理由（最もよく出かけた行き先）（複数回答可）

11

10

85

56

58

29

30

70

37

20

10

117

53

29

0 30 60 90 120 150

始発が遅い

終発が早い

目的地に行くバス路線がない

運行本数が少ない

バス停が家のそばにない

迂回が多く所要時間がかかる

渋滞などでよく遅れる

目的地や駅が家から近い

お金がかかる・運賃が高い

乗り継ぎが面倒

家族等が送迎してくれる

他の交通手段の方が便利

運行をよく知らない

その他

生産年齢（n=547）

2

1

88

52

57

16

6

93

13

10

31

87

51

48

0 30 60 90 120 150

始発が遅い

終発が早い

目的地に行くバス路線がない

運行本数が少ない

バス停が家のそばにない

迂回が多く所要時間がかかる

渋滞などでよく遅れる

目的地や駅が家から近い

お金がかかる・運賃が高い

乗り継ぎが面倒

家族等が送迎してくれる

他の交通手段の方が便利

運行をよく知らない

その他

高齢者（n=401）

◼ 大問2
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（２）市民アンケート （単純集計結果）



87.5%

(56)

77.3%

(174)

3.1%

(2)

15.1%

(34)

4.7%

(3)

2.7%

(6)

4.7%

(3)

4.9%

(11)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=64)

高齢者

(n=225)

困難ではない 多少困難（杖などの補助具が必要） 一部で介助が必要 常に介助が必要

87.4%

(367)

76.1%

(516)

10.5%

(44)

23.0%

(156)

1.7%

(7)

0.4%

(3)

0.5%

(2)

0.4%

(3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=420)

高齢者

(n=678)

1人（あなたのみ） 2人（あなたと同行者1人） 3人（あなたと同行者2人） 4人以上（あなたと同行者3人以上）

• 2-1-⑩同行者の方の、外出に関する身体的な困難さ（最もよく出かけた行き先）

◼ 大問2

• 2-1-⑧主な外出人数（最もよく出かけた行き先）

26

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• 2-1-⑨同行者の方の年代（最もよく出かけた行き先）（複数回答可）

• 2-2-① 2番目によく出かけた目的

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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• 2-2-② 【2番目によく出かけた目的】行先の施設区分

• 2-2-③  2番目によく出かけた行き先への頻度

2.2%

(9)

3.3%

(21)

1.2%

(5)

0.5%

(3)

4.3%

(18)

3.5%

(22)

5.8%

(24)

4.6%

(29)

12.1%

(50)

11.1%

(70)

26.3%

(109)

16.2%

(102)

23.2%

(96)

19.0%

(120)

21.0%

(87)

26.3%

(166)

3.9%

(16)

15.5%

(98)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=414)

高齢者

(n=631)

ほぼ毎日 週に6回 週に5回 週に4回 週に3回 週に2回 週に1回 月に1～3回 月に１回未満

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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90.8%

(138)

80.6%

(200)

3.9%

(6)

13.7%

(34)

1.3%

(2)

3.2%

(8)

3.9%

(6)

2.4%

(6)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=152)

高齢者

(n=248)

困難ではない 多少困難（杖などの補助具が必要） 一部で介助が必要 常に介助が必要

• 2-2-④行き帰りに使う、立川市内での交通手段（２番目によく出かけた行き先）
（複数回答可）

• 2-2-⑧主な外出人数（２番目によく出かけた行き先）

63.9%

(266)

69.8%

(454)

26.4%

(110)

28.0%

(182)

7.0%

(29)

1.2%

(8)

2.6%

(11)

0.9%

(6)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=416)

高齢者

(n=650)

1人（あなたのみ） 2人（あなたと同行者1人） 3人（あなたと同行者2人） 4人以上（あなたと同行者3人以上）

• 2-2-⑩同行者の方の、外出に関する身体的な困難さ（２番目によく出かけた行き先）

（２）市民アンケート （単純集計結果）
◼ 大問2
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• 2-2-⑥「６.路線バス」「７.くるりんバス」を選んだ人のうち交通手段として
バスを選択した理由（２番目によく出かけた行き先）（複数回答可）

75.0%

36.5%

17.3%

9.6%

23.1%

21.2%

9.6%

17.3%

5.8%

7.7%

0% 25% 50% 75% 100%

バス停が自宅から近い

バス停が目的地に近い

移動時間が効率的である

運行本数が多く好きな時に

利用できる

安全に目的地まで行ける

移動が快適である

他の交通手段より安価である

他に交通手段がない

特に理由はない

その他

生産年齢(n=５2)

62.4%

28.9%

20.6%

17.0%

22.2%

9.8%

17.0%

28.9%

2.6%

4.6%

0% 25% 50% 75% 100%

バス停が自宅から近い

バス停が目的地に近い

移動時間が効率的である

運行本数が多く好きな時

に…

安全に目的地まで行ける

移動が快適である

他の交通手段より安価で

ある

他に交通手段がない

特に理由はない

その他

高齢者(n=194)

◼ 大問2
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（２）市民アンケート （単純集計結果）



• 2-2-⑦「６.路線バス」「７.くるりんバス」を選ばなかった人のうち
バスを利用しなかった理由（2番目によく出かけた行き先）（複数回答可）

7

9

83

30

39

27

14

66

31

16

11

105

47

38

0 40 80 120

始発が遅い

終発が早い

目的地に行くバス路線がない

運行本数が少ない

バス停が家のそばにない

迂回が多く所要時間がかかる

渋滞などでよく遅れる

目的地や駅が家から近い

お金がかかる・運賃が高い

乗り継ぎが面倒

家族等が送迎してくれる

他の交通手段の方が便利

運行をよく知らない

その他

生産年齢(n=５0９)

0

0

90

43

57

15

4

82

20

12

37

90

43

45

0 40 80 120

始発が遅い

終発が早い

目的地に行くバス路線がない

運行本数が少ない

バス停が家のそばにない

迂回が多く所要時間がかかる

渋滞などでよく遅れる

目的地や駅が家から近い

お金がかかる・運賃が高い

乗り継ぎが面倒

家族等が送迎してくれる

他の交通手段の方が便利

運行をよく知らない

その他

高齢者(n=668)

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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• 2-2-⑨同行者の方の年代（2番目によく出かけた行き先）（複数回答可）

• 2-3-① 3番目によく出かけた目的

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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• 2-3-② 【3番目によく出かけた目的】行先の施設区分と施設名

• 2-3-③ 3番目によく出かけた行き先への頻度

0.8%

(3)

2.2%

(12)

0.6%

(2)
1.1%

(4)

2.0%

(11)

2.2%

(8)

2.9%

(16)

4.7%

(17)

5.9%

(32)

14.5%

(52)

10.7%

(58)

25.4%

(91)

16.9%

(92)

37.7%

(135)

30.7%

(167)

12.8%

(46)

28.7%

(156)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=358)

高齢者

(n=544)

ほぼ毎日 週に6回 週に5回 週に4回 週に3回 週に2回 週に1回 月に1～3回 月に１回未満

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2
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• 2-3-④行き帰りに使う、立川市内での交通手段（3番目によく出かけた行き先）
（複数回答可）

34

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2



• 2-3-⑥「６.路線バス」「７.くるりんバス」を選んだ人のうち交通手段
としてバスを選択した理由（ 3番目によく出かけた行き先）（複数回答可）

72.7%

36.4%

20.5%

15.9%

13.6%

22.7%

4.5%

15.9%

0.0%

2.3%

0% 25% 50% 75% 100%

バス停が自宅から近い

バス停が目的地に近い

移動時間が効率的である

運行本数が多く好きな時に

利用できる

安全に目的地まで行ける

移動が快適である

他の交通手段より安価である

他に交通手段がない

特に理由はない

その他

生産年齢(n=４４)

60.1%

34.8%

22.8%

15.8%

22.8%

8.9%

19.0%

30.4%

2.5%

2.5%

0% 25% 50% 75% 100%

バス停が自宅から近い

バス停が目的地に近い

移動時間が効率的である

運行本数が多く好きな時に

利用できる

安全に目的地まで行ける

移動が快適である

他の交通手段より安価である

他に交通手段がない

特に理由はない

その他

高齢者(n=１５８)

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2

35



• 2-3-⑦「６.路線バス」「７.くるりんバス」を選ばなかった人のうち
バスを利用しなかった理由（ 3番目によく出かけた行き先）（複数回答可）

3

6

60

24

38

21

14

46

23

14

7

121

42

30

0 40 80 120 160

始発が遅い

終発が早い

目的地に行くバス路線がない

運行本数が少ない

バス停が家のそばにない

迂回が多く所要時間がかかる

渋滞などでよく遅れる

目的地や駅が家から近い

お金がかかる・運賃が高い

乗り継ぎが面倒

家族等が送迎してくれる

他の交通手段の方が便利

運行をよく知らない

その他

生産年齢(n=428)

0

0

65

30

37

13

3

55

15

15

30

74

34

46

0 40 80 120 160

始発が遅い

終発が早い

目的地に行くバス路線がない

運行本数が少ない

バス停が家のそばにない

迂回が多く所要時間がかかる

渋滞などでよく遅れる

目的地や駅が家から近い

お金がかかる・運賃が高い

乗り継ぎが面倒

家族等が送迎してくれる

他の交通手段の方が便利

運行をよく知らない

その他

高齢者(n=567)

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2

36



• 2-3-⑧主な外出人数（ 3番目によく出かけた行き先）

60.7%

(213)

72.7%

(395)

26.8%

(94)

24.9%

(135)

9.1%

(32)

1.8%

(10)

3.4%

(12)

0.6%

(3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=351)

高齢者

(n=543)

1人（あなたのみ） 2人（あなたと同行者1人） 3人（あなたと同行者2人） 4人以上（あなたと同行者3人以上）

• 2-3-⑨同行者の方の年代（ 3番目によく出かけた行き先）（複数回答可）

◼ 大問2

37

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• 2-3-⑩同行者の方の、外出に関する身体的な困難さ（ 3番目によく出かけた行き先）

91.2%

(125)

84.0%

(158)

4.4%

(6)

10.6%

(20)

1.5%

(2)

1.6%

(3)

2.9%

(4)

3.7%

(7)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=137)

高齢者

(n=188)

困難ではない 多少困難（杖などの補助具が必要） 一部で介助が必要 常に介助が必要

• 参考：1～3番目によく出かけた目的（ 1～3番目合算）

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2

38



• 参考：行き帰りに使う、立川市内での交通手段（ 1～3番目合算）

28.2%

24.4%

0.0%

0.4%

13.8%

8.4%

1.0%

0.4%

18.2%

4.8%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40%

徒歩

自転車

シェアサイクル

バイク・原付

鉄道・モノレール

路線バス

くるりんバス

タクシー

自動車(自分で運転)

自動車(家族等に送迎

してもらう)

その他

生産年齢(n=１,１９３)

25.0%

18.7%

0.0%

0.2%

7.9%

20.2%

2.0%

3.6%

13.8%

6.7%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40%

徒歩

自転車

シェアサイクル

バイク・原付

鉄道・モノレール

路線バス

くるりんバス

タクシー

自動車(自分で運転)

自動車(家族等に送迎

してもらう)

その他

高齢者(n=1,847)

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問2

39



11.9%

(50)

11.3%

(73)

15.2%

(64)

14.0%

(91)

16.4%

(69)

19.9%

(129)

10.2%

(43)

18.7%

(121)

46.3%

(195)

36.1%

(234)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=421)

高齢者

(n=648)

不満 やや不満 やや満足 満足 分からない

15.8%

(66)

25.5%

(170)

34.4%

(144)

33.5%

(223)

25.3%

(106)

16.2%

(108)

24.6%

(103)

24.8%

(165)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=419)

高齢者

(n=666)

バスのルートや時刻表は詳しく知っている 運行方面や行き先程度は知っている
バス停があることは知っている ほとんど知らない

5.7%

(24)

5.5%

(38)

3.1%

(13)

10.2%

(70)

3.6%

(15)

8.9%

(61)

9.3%

(39)

11.4%

(78)

8.3%

(35)

5.0%

(34)

16.9%

(71)

14.4%

(99)

53.2%

(224)

44.6%

(306)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=421)

高齢者

(n=686)

週に4日以上 週に2～3日程度 週に1日程度 月に2～3日程度 月に1日程度 年に数回程度 利用しない

• ①市内を走っている路線バスの利用頻度

• ②身近な路線バス（くるりんバス以外）についての認知度

• ③身近な路線バス（くるりんバス以外）についての総合的な満足度

（２）市民アンケート （単純集計結果）

◼ 大問3

40



14.0%

(59)

18.2%

(110)

6.4%

(27)

6.0%

(36)

5.2%

(22)

4.1%

(25)

1.7%

(7)

1.5%

(9)

72.7%

(307)

70.2%

(424)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=422)

高齢者

(n=604)

不満 やや不満 やや満足 満足 分からない

• ④くるりんバスの利用頻度

0.5%…

0.6%

(4)

0.9%

(4)

0.6%

(4)

0.5%

(2)

1.1%

(7)

1.4%

(6)

1.8%

(12)

1.7%

(7)

1.5%

(10)

7.1…

4.6%

(30)

87.9%

(372)

89.8%

(588)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=423)

高齢者

(n=655)

週に4日以上 週に2～3日程度 週に1日程度 月に2～3日程度 月に1日程度 年に数回程度 利用しない

4.2%

(18)

4.4%

(29)

14.2%

(60)

16.7%

(110)

28.5%

(121)

21.4%

(141)

53.1%

(225)

57.6%

(380)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=424)

高齢者

(n=660)

バスのルートや時刻表は詳しく知っている 運行方面や行き先程度は知っている
バス停があることは知っている ほとんど知らない

• ⑤くるりんバスについての認知度

• ⑥くるりんバスについての総合的な満足度

◼ 大問3

41

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• ⑦立川市内の公共交通についての総合的な満足度

8.6%

(36)

9.0%

(60)

15.9%

(67)

12.9%

(86)

35.2%

(148)

31.2%

(208)

27.8%

(117)

26.7%

(178)

12.6%

(53)

20.1%

(134)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

(n=421)

高齢者

(n=666)

不満 やや不満 やや満足 満足 分からない

4.3%

(18)

5.3%

(34)

13.5%

(57)

14.4%

(93)

38.7%

(163)

46.7%

(302)

43.5%

(183)

33.6%

(217)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産年齢

(n=421)

高齢者

(n=646)

よくある 時々ある ほとんどない 全くない

• ①-1）交通手段が理由で外出を諦めていること

◼ 大問4

• 年齢（3区分）×交通手段が理由で外出をあきらめた有無（クロス集計）

18

10

24

57

31

62

163

130

172

183

128

89

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生産年齢

（n=421）

前期高齢者

（n=320）

後期高齢者

（n=401）

よくある 時々ある ほとんどない 全くない

◼ 大問3

42

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• ①-2）あきらめている場合、諦めた外出の目的（複数回答可）

• ①-3）本当は行きたい外出先（複数回答可）

◼ 大問4

43

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• ①-4）外出をあきらめている詳しい理由（複数回答可）

18.8%

19.9%

13.1%

5.1%

9.1%

4.0%

7.4%

6.8%

1.1%

5.7%

9.1%

0% 10% 20% 30%

駅・バス停が自宅や

行きたい場所から遠い

行きたい方面行の公共交通手段がない

外出したい時間帯に運行している

公共交通手段がない

駅や目的地まで

送迎してくれる人がいない

乗り物（自動車・自転車等）を

持っていない

乗り物（自動車・自転車等）の

運転に不安がある

乗り物（自動車・自転車等）を

停める場所がない

道路混雑や天候などにより運休

又は遅れるおそれがある

身体的な理由により一人での移動が

困難で、介助してくれる同行者がいない

子ども連れやベビーカーでの

移動が困難である

その他

生産年齢(n=176)

17.3%

19.7%

14.5%

10.4%

6.8%

7.6%

4.8%

7.2%

4.8%

0.0%

6.8%

0% 10% 20% 30%

駅・バス停が自宅や

行きたい場所から遠い

行きたい方面行の公共交通手段がない

外出したい時間帯に運行している

公共交通手段がない

駅や目的地まで

送迎してくれる人がいない

乗り物（自動車・自転車等）を

持っていない

乗り物（自動車・自転車等）の

運転に不安がある

乗り物（自動車・自転車等）を

停める場所がない

道路混雑や天候などにより運休

又は遅れるおそれがある

身体的な理由により一人での移動が

困難で、介助してくれる同行者がいない

子ども連れやベビーカーでの

移動が困難である

その他

高齢者(n=２49)

◼ 大問4
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（２）市民アンケート （単純集計結果）



• ③立川市内でバスや駅を利用するにあたり、各項目の重要度

2.6%

(11)

3.1%

(13)

2.8%

(12)

3.3%

(14)

3.1%

(13)

2.4%

(10)

3.8%

(16)

3.1%

(13)

6.9%

(29)
3.6%

(15)

4.3%

(18)

2.6%

(11)

2.1%

(9)

3.1%

(13)

0.9%

(4)

1.2%

(5)

2.4%

(10)

1.2%

(5)

3.1%

(13)

2.4%

(10)

7.8%

(33)

3.6%

(15)

2.9%

(12)

3.8%

(16)

3.8%

(16)

7.8%

(33)

6.6%

(28)

8.8%

(37)

7.8%

(33)

7.1%

(30)

15.9%

(67)

13.1%

(55)

20.9%

(88)

11.2%

(47)

17.1%

(71)

14.0%

(59)

32.9%

(138)

31.0%

(131)

30.0%

(127)

37.9%

(160)

29.6%

(125)

33.7%

(142)

33.9%

(143)

37.3%

(157)

34.8%

(147)

39.0%

(164)

41.0%

(170)

37.3%

(157)

58.6%

(246)

55.0%

(232)

59.6%

(252)

48.8%

(206)

57.2%

(242)

55.6%

(234)

43.4%

(183)

44.2%

(186)

29.6%

(125)

42.6%

(179)

34.7%

(144)

42.3%

(178)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時刻表（ダイヤ）通りに運行すること

時刻表（ダイヤ）がわかりやすいこと

自宅からバス停までの距離が近いこと

目的地からバス停までの

距離が近いこと

利用しやすい運賃であること

運行本数が多いこと

バス同士の乗り換え回数が少ないこと

目的地まで他の交通手段の

乗り換え回数が少ないこと

バス停の利便性が高いこと

（例：バス停に屋根がついている、など）

駅での乗り継ぎなどの案内が

わかりやすいこと

駅のバスロータリーが利用しやすいこと

駅の利便性が高いこと (例：駅に

駐輪場が整備されている、など)

生産年齢(n=423)

重要ではない やや重要ではない どちらでもない やや重要 重要

◼ 大問4

45

（２）市民アンケート （単純集計結果）



• ③立川市内でバスや駅を利用するにあたり、各項目の重要度

2.7%

(17)

3.0%

(19)

3.7%

(24)

3.8%

(24)

3.4%

(22)

2.9%

(18)

3.7%

(23)

3.5%

(22)

3.9%

(25)

3.5%

(22)

3.3%

(21)

4.0%

(25)

2.7%

(17)

2.1%

(13)

1.6%

(10)

1.9%

(12)

2.4%

(15)

1.9%

(12)

1.9%

(12)

1.8%

(11)

2.5%

(16)

2.2%

(14)

2.7%

(17)

2.4%

(15)

5.6%

(35)

8.0%

(50)

6.2%

(40)

8.4%

(53)

10.2%

(65)

8.6%

(54)

19.6%

(123)

13.0%

(81)

18.4%

(118)

7.5%

(47)

10.7%

(68)

17.2%

(108)

36.5%

(229)

34.9%

(219)

35.1%

(226)

37.8%

(238)

31.3%

(200)

38.8%

(244)

35.5%

(223)

41.0%

(256)

36.4%

(233)

35.3%

(220)

38.5%

(244)

35.2%

(221)

52.5%

(329)

52.0%

(326)

53.3%

(343)

48.0%

(302)

52.7%

(336)

47.9%

(301)

39.3%

(247)

40.8%

(255)

38.8%

(248)

51.4%

(321)

44.7%

(283)

41.1%

(258)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時刻表（ダイヤ）通りに運行すること

時刻表（ダイヤ）がわかりやすいこと

自宅からバス停までの距離が近いこと

目的地からバス停までの

距離が近いこと

利用しやすい運賃であること

運行本数が多いこと

バス同士の乗り換え回数が少ないこと

目的地まで他の交通手段の

乗り換え回数が少ないこと

バス停の利便性が高いこと

（例：バス停に屋根がついている、など）

駅での乗り継ぎなどの案内が

わかりやすいこと

駅のバスロータリーが利用しやすいこと

駅の利便性が高いこと (例：駅に駐輪場

が整備されている、など)

高齢者(n=643)

重要ではない やや重要ではない どちらでもない やや重要 重要

◼ 大問4
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（２）市民アンケート （単純集計結果）



■ワークショップ 第1回 A地域

• 公共交通ワークショップにおいて、意見を取りまとめるために作成した模造紙を以下に掲載する。
貼られている付箋の一つ一つに、ご参加いただいた市民の方の意見が記載されている。

47

（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第1回 B地域

48

（３）ワークショップ いただいたご意見



49

■ワークショップ 第1回 C地域

（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第1回 C地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第1回 D地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第1回 E地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第1回 E地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 A地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 B地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 C地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 C地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 D地域

58

（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 E地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



■ワークショップ 第2回 E地域
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（３）ワークショップ いただいたご意見



④バス利用者アンケート結果について

◼ バス利用者アンケート調査の概要と調査票

※本調査の目的は、高齢者の路線バス利用実態の把握で
あるため、高齢者を対象に以降分析を実施

• 以下の概要の調査を実施

調査名

立川市 バス利用者に関するアンケート調査

調査目的 ・高齢者の路線バス利用実態の把握

調査対象
者

・シルバーパス利用者を主としたバス
利用高齢者

サンプル数・336票（内、高齢者309票）

調査方法 ・配布形式/web調査

調査場所
・高齢者のつどい
・LoGoフォーム
・バス窓口（シルバーパス更新所）

調査期間
・10/10～11（高齢者のつどい）
・11/1～11/22（LoGoフォーム、バス
窓口）

調査項目

・ご年齢、お住まい
・東京都シルバーパスの利用有無
・市内の路線バス利用頻度
・普段利用する乗降車バス停名
・路線バスを利用したもっとももよく出
かける目的
・路線バス利用でのお困りごと、地域公
共交通へのご意見

（４）バス利用者アンケート （①実施概要・調査票）
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（４）バス利用者アンケート （②主な調査結果）

◼ 主な調査結果①（路線バスOD）

⚫ 立川駅への移動が大部分を占める中、西砂･一番町周辺から昭島駅への移動が存在。

⚫ バス路線からモノレール駅へのODは少なく、バスとモノレール間の乗継を要する移動は現状少な
いことが分かる。70歳以上のバスを日常的に利用する高齢者のシルバーパス利用率は７０%以上
であり、シルバーパスの利用可否によって選択される交通手段が異なる可能性が考えられる。

出典：路線バス利用者
に関するアンケート調
査、国土地理院地図を
加工して作成※矢印の発地と着地は具体のバス停位置を指している、2サンプル未満OD非表示

・主な駅のバス停へのトリップ数
立川駅北口：116
立川駅南口：33
昭島駅：7

• 高齢者が路線バス利用時、自宅から出かけるとき「最初に乗車するバス停」と目的地として最も
利用する「降車バス停」のアンケート結果から、路線バストリップ数として集計。
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◼ バス利用者アンケート（自由記述まとめ）

• 以下のような意見がみられた。

分類 主な意見 回答数

定時性
・時間通りにバスが到着せず、立川駅から予定の電車に乗換不可の場合あり
・休日にららぽーと周辺の渋滞がひどく、時間通りにバスが到着しない

7

停留所位置
/運行経路

・自宅からバス停が遠い
・武蔵砂川駅にバス停がない
・立川～日野間などの過去に廃線となった路線を復旧してほしい

14

運行本数
・バスの運行本数が少ない（1本/時間）
・買物、通院目的での移動において、運行本数が少なくバスが利用できない
・減便を食い止めてほしい

26

乗換利便性 ・待ち時間が長く乗換利便性が低い 2

運行時間
帯/日

・日中の時間帯の運行本数が少ない（買物目的利用）
・土日の運行本数が少ない

7

車体/バス
停環境

・車内の車いすスペースやノンステップの導入などバリアフリー環境の整備
・雨風をしのげる設備や腰掛ける椅子の整備

10

コスト
・西武バスと立川バスの料金差の是正
・運賃が高い

4

情報提供 ・若葉町団地停留所における行き先案内が乏しい 1

車内混雑 ・座りたいが座れない 2

安全性 ・急ブレーキによる停止が不安 1

その他

・少人数車の導入を検討してほしい
・道路幅員を広く整備するべき
・停留所で待っていたが、停車することなく通過される場合がある
・地域の足として大変助かっています、ありがとうございます

16

（４）バス利用者アンケート （②主な調査結果）

• 自由記述の回答としては主に以下のような意見がみられた
⇒運行本数への意見が最も多く、次いで停留所位置や運行ルートへの意見が多い
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【来街者意向調査結果レビューの目的】
⚫ 立川市は多摩地域の交通結節点として、市外からの来街者も公共交通の利用が想定される。
⚫ 令和5年に実施された「立川市来街者意向調査」を活用し、立川市外から立川駅周辺に来訪する人の

移動の特徴や立川に求めるものについて整理。

■令和5年「立川市来街者意向調査」の概要

調査地点 JR立川駅周辺 北口・南口のペデストリアンデッキ

調査実施日
令和5年3月14日(火)、15日(水)、16日(木)、18日(土)、19日(日)、21日(火･祝)、
令和5年5月19日(金)、20日(土) の計8日間（平日4日、休日4日）

調査対象者 立川への来街者のうち、概ね中高生以上の男女を対象

調査方法 街頭インタビュー形式によるアンケート

回収数 775

調査項目

①あなた御自身について
居住地、性別、未既婚、年代、職業、同行者数、同行者との関係

②来街状況について
交通手段、所要時間、来街目的、滞在時間、支出金額、来街頻度

③立川に対する評価について
イメージ、ブランドメッセージの認知度、印象、まちのおすすめ度、情報収集手段、
居住希望、良いところ、良くないところ、求めるもの

※赤字部分を次頁以降で整理

• 立川市第5次長期総合計画の策定にあたって実施されたアンケート調査
• 本業務で実施した市民アンケートやバス利用者アンケートでは把握できない、市外からの来街者の主

な移動実態や意向についてレビューする。

令和5年に実施された「立川市来街者意向調査」を活用し、立川市外から立川駅周辺に来訪する人の移
動の特徴や立川に求めるものについて整理。
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■令和5年「立川市来街者意向調査」の主な結果

調査項目 主な結果

居住地 • 居住地は多摩地区が最も多く7割以上を占める

年代 • 10歳代が24％程度と最も多く、次いで20歳代・30歳代・40歳代が
15％弱で同程度である

来街交通手段 • 全体の約85％が鉄道・モノレールで来訪している

【居住地別】
• 多摩地区以外は中央線が5割以上となっている。
• 多摩地区でも最も多いのは中央線で、路線バス、青梅線・五日市線、多

摩都市モノレールと続く。

【年代別】
• 70歳代及び80歳以上では、路線バスの割合が他の年代に比べ多く1

割を超えている。

来街目的 • 来街目的としては「買い物」と「友人・知人と会う」が多く、いずれも
30％強となっている。

• 来街者の特徴を以下のように整理。

（５）立川市来街者意向調査 （既存調査結果のレビュー）
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■令和5年「立川市来街者意向調査」の主な結果

• 立川に求めるもの
表 立川に求めるもの

• 立川の良いところ・良くないところ
表 立川の良いところ 表 立川の良くないところ

出典：立川市 来街者意向調査 報告書

長計との整合が取
れているか確認
⇒確認中（上表） よくないところの設備とは

具体的に何か
⇒駅構内に座る場所がない、
階段が多く年配の方々に優
しくない、車いすやベビー
カーが少ないもっと増やし
てほしい、ベンチが少ない
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（６）ヒアリング調査 （①実施概要）
■ヒアリング概要

• 交通事業者及び福祉関係者に対して、調査票を事前送付の上、ヒアリングを実施した。

対象 ヒアリング先 実施日

高齢者 地域福祉コーディネータ― 1月16日(木)

子育て世代
子育てひろば（子ども家庭部子育
て推進課）

12月16日(月)

障害者 地域活動支援センターたぁふく 12月3日(火)

■主なヒアリング項目
• サービスの利用状況
• 利用者からの要望
• サービス運営上の課題
• 新技術の導入
• 他の交通手段や行政との連携 等

■主なヒアリング項目
• 相談者やサービス利用者の移動の特徴・移動に関

するお困りごとなど（ 高齢者・子育て世帯・障害者）

• 交通事業者等

• 福祉関係者

対象 ヒアリング先 実施日

バス事業者

立川バス 1月7日(金)

西武バス
12月19日(木)

京王バス

タクシー事業者

日本交通立川株式会社
12月26日(木)

大和自動車交通立川株式会社

立川観光自動車株式会社
1月8日(水)

新立川交通株式会社

シェアリング
モビリティ事業者

OpenStreet株式会社 1月9日(木)

BRJ株式会社 12月5日(木)

その他輸送資源
立川市社会福祉協議会 12月3日(火)

立川中央病院 12月16日(月)

■活用方針
• 現状のサービス利用状況を移動像、運営上の課題

等今後の見通しを将来予測の整理に活用
• 今後の施策検討に活用

■活用方針
• 移動実態について生活像の整理に活用
• 今後の施策検討に活用（地域との連携等）
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（６）ヒアリング調査 （②交通事業者へのヒアリング結果）

■主なヒアリング結果
• 交通事業者

内容 バス事業者

利用状況 • 利用者数は、生活様式の変化や運行本数の減少などを背景に、コロナ前の８～９割程。

運営・経営上の
課題

• 深刻な運転手不足によって、利用者の多い路線においても減便せざるを得ない状況。

新技術の導入
• 電気・水素バス等の導入および検討している一方で、費用面や設備面で課題を感じている。
• 自動運転は実証実験等を実施しているものの、実用化レベルではないとの認識。

他の交通手段
との連携

• 路線バスに満たない需要量の路線は、他の交通手段を検討した方が効率的。
• デマンド交通等新たな交通手段を導入する場合、路線バスと競合しないエリア設定が必要。

行政との連携等 • 行政、バス事業者間で情報共有できる機会が定期的にあるとよい。

内容 タクシー事業者 シェアリングモビリティ
その他輸送資源

（立川市社会福祉協議会・立川中央病院）

利用
状況

• 朝晩の通勤、日中の高齢者の通院
目的の利用が多い。

• 立川駅周辺では平日日中のビジネ
ス利用が多い。

• 通勤時間帯の利用が多い。
• 高齢者の利用は少ない。

（社会福祉協議会）高齢者が多く、朝の時
間帯の利用が多い。
（立川中央病院）通院目的の高齢者がほと
んど。

運営・経営上の
課題

• 運転手の不足や運転手の高齢化と
いった運転手の確保に課題を感じ
ている事業者が多い。

• 立川駅北口タクシー乗り場の車椅
子乗降スペースに課題。

• 土地活用の交渉等が障壁となり、
交通結節点へのポート設置が進ん
でいない。

• 将来の担い手不足に懸念を感じている
（立川中央病院）。

• 立川駅南口における停留所の確保（立川
中央病院）。

行政との
連携等

• タクシー車両を利活用した新たな交
通手段の検討の可能性。

• 駅等の交通拠点へのポート設置
を官民連携で進めていきたい意
向。

• デイサービス用車両の昼間時間帯の利
活用については可能性がある（社会福祉
協議会）。
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（６）ヒアリング調査 （③福祉関係者へのヒアリング結果）

• 福祉関係者

■主なヒアリング結果

設問 高齢者 子育て世代 障害者

施設の利用状況
や主な相談事項

• 日中無料で集まれる場所が欲しいという
要望がある(地域福祉コーディネーター)

• 終日シャトルバスを運営しており、朝方
の利用者が多く、バスに乗り切れない場
合もある。(立川中央病院)

• 平日は0～3歳児と母親、休日は3歳以上
と父親・祖父母が多く、自転車もしくは
徒歩で訪れている。(子育て広場)

• 西砂エリアは車利用者も一定数存在する
(子育て広場)

• 経済的にバスの利用が困難であるため、
自転車利用の方が多い。(たぁふく)

• 重度の障害を持っている方は、親が送迎
している。(たぁふく)

サービス運営・
経営上の課題

• シャトルバスを運行しているが、車両の
維持管理や運転手不足に課題を感じてい
る。(立川中央病院)

• 立川駅前のバス停周辺が他のバスや乗用
車が停車しているときがあるため不便に
感じている。(立川中央病院)

高齢化が進んでいる地域（若葉町）の施
設利用が減少している。(子育て広場)

高齢者のデイサービスに関するドライ
バーは直接雇用しているが、ドライバー
の高齢化もあり人員募集を行っている。
(たぁふく)

公共交通に
対する相談事項

社会福祉協議会から立川市役所間を結ぶ
シャトルバスを運行してほしいという要
望があった。(社会福祉協議会)
シルバーパスでくるりんバスを利用でき
るようにしてほしい
（地域福祉コーディネーター）

西砂や一番町エリアにバスを運行してほ
しいという要望があった。(子育て広場)
中央図書館にバス停があったときに利用
していたが、廃線された今は利用してい
ないという声があった。(子育て広場)

バスを利用して病院に行くのが困難であ
り、タクシーを利用しなければならない
といった相談があった。(たぁふく)
車いすの方がタクシーを利用する時に乗
車拒否された。(たぁふく)

事業者目線の
公共交通の課題

ノンステップバスの乗降りしずらく思う
(地域福祉コーディネーター)
高齢者はモノレールよりもバスの利用者
が多い印象である。(地域福祉コーディ
ネーター)
立川中央病院周辺は狭隘道路が多く、そ
の道路でも通行できるコミュニティバス
を運行してほしい。(立川中央病院)

立川駅のペデストリアンデッキにあがる
ためのエレベーターが不足している
ベビーカー持ちの子育て世代は利用しず
らいと考える。(子育て広場)

立川駅前のバス停の案内図がわかりづら
いため、視認性が良い案内板等を設置し
てほしい。(たぁふく)
障害者にも公共交通を利用してもらえる
ような取組を進めてほしい。（たぁふ
く）

内容 子育て世代（子育てひろば） 障害者（地域活動支援センターたぁふく）

移動の
特徴・傾向

• 基本的には、子育て世帯の移動は徒歩や自
転車が多い傾向。西砂や一番町では自家用
車での移動が多い傾向。

• 身体的に自転車を利用できる人は、バスよりも自転車で利用する
方が多い。

• 重度な身体的な障害がある人は、高齢の親が自家用車で送迎。

移動・公共交通
に関する相談
や困りごと

• 安全な歩行空間が整備されていない（五日
市街道など）。

• バスの乗車方法が分からず、利用ためらう場合がある（知的・精神
的な障害等）。

公共交通等の
課題

• 立川駅のペデストリアンデッキへアクセスす
るエレベーターが不足しており、ベビーカー
を持つ子育て世帯にとって不便。

• 立川駅等のバス路線を複数もつ駅において、バス路線の案内図の
視認性が低い（知的・視覚的な障害等）。

• 福祉作業所では人手不足等から、施設への送迎の継続が困難。

内容
高齢者（地域福祉コーディネーター）

富士見・柴崎 錦・羽衣 高松・曙・緑 栄・若葉 幸・柏・泉・砂川 上砂・一番・西砂

移動・公
共交通に
関する

困りごと

• 富士見町の坂上
地域はバスの本
数が少なく、自転
車に乗れなくな
ると外出が減る。

• 京王バス減便に
より、立川駅まで
のアクセスが困
難になった高齢
者も。

• 立川駅への
アクセスが良
く、非常に利
便性が高い。

• 若葉町は自転車
利用者が多く、
自転車に乗れな
くなると、移動が
難しくなる。

・立川駅よりも東西方
向の移動ニーズが多
く、砂川町や柏町の一
部には買い物に不便
な地域がある。

• 主な移動手段で
ある自動車が使
えなくなると、行
動範囲が限定さ
れる。

その他

• 富士見町は坂上
と坂下で生活圏
が分かれている。

• 錦町の坂下エリ
アに交流拠点（公
共施設）が少な
い。

• 地域の交流
の機会は少
ない

• 公共施設（市役
所等）へのアクセ
スが良くない（一
度立川駅に出
る）

• 砂川町から包括支
援センターが遠いた
め、相談機関が少な
い。

• GLPによる交通
状況の変化（交通
渋滞や安全面）。
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（7）位置情報ビッグデータ

データ概要 ・スマートフォンの特定のアプリのユーザの
GPS位置情報を取得し、秘匿化処理を行った
データ（株式会社Agoopの流動人口データ
を予定）

使用するデー
タの期間

・令和6年６月～７月（2か月間）

エリア範囲 ・立川市全域

データ抽出
方法

・立川市内流入／流出／滞在したユーザーの1
日のログを抽出

※例：１日の中で立川市→昭島市→立川市という動き
をしたユーザーの場合、立川市外の昭島市等の移動・
滞在ログも抽出可能

属性情報 ・性別
・年代
・推定居住地
・推定勤務地

分析項目 ・滞在場所（平休別・時間帯別・年代別等)
⇒生活像の整理に活用

・OD（市内外の動き、市内々の動き）
⇒移動像の整理に活用

■分析データの概要

• 分析に使用したデータは以下のとおり。

【参考】
• 立川市内の日平均ログ件数

⇒約41万ログ（市外居住者も含む）
• 立川市内居住者の日平均ユーザー数

⇒3,707（立川市の人口の約2％）
• 年代を把握できているユーザー

⇒全体の約76％
※市内居住者のユーザーの年代構成比は以下

19歳以下

12,586 

8%

20-29歳

31,742 

19%

30-39歳

31,697 

19%

40-49歳

35,211 

21%

50-59歳

36,291 

22%

60-69歳

14,581 

9%

70歳以上

3,754 

2%

年代を把握したユーザーの年代構成比

（市内居住者のみ、2か月合計）

※同一地点（250mメッシュ）に15分以上滞在した人を集計したもの。ただし、居住地と推定された場所（100メッシュ単位）の位置情報は秘匿化処理により削除されて
おり、推定居住地における滞在は含まない。 70



◼ 位置情報ビッグデータ（滞在場所）

市内居住者

【参考】推定居住地別（市内/市外）の滞在場所
• 市内居住者・市外居住者（次頁）で滞在場所の傾向は類似。
• 市内居住者は平日・休日ともに立川駅周辺とららぽーと立川立飛の滞在が多い。

平日

滞在数[人/月]
■0-5
■5-10
■10-50
■50-100
■100-500
■500-1000
■ 1000-2000
■2000-

休日

データ出典：株式会社agoop「ポイント型流動人口データ」
出典：国土地理院地図を加工して作成

• 同一地点（250mメッシュ）に15分以上滞在した人を集計したもの。ただし、居住地と推定され
た場所（100mメッシュ単位）の位置情報は秘匿化処理により削除されており、推定居住地にお
ける滞在は含まない。

滞在数[人/月]
■0-2.5
■2.5-5
■5-25
■ 25-50
■50-250
■250 -500
■500-1000
■1000-

立川駅

立飛駅
ららぽーと立川立飛

立川駅

立飛駅
ららぽーと立川立飛

※同一地点（250mメッシュ）に15分以上滞在した人を集計したもの。ただし、居住地と推定された場所（100メッシュ単位）の位置情報は秘匿化処理により削除されており、推定
居住地における滞在は含まない。
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◼ 位置情報ビッグデータ（滞在場所）

市外居住者

平日

滞在数[人/月]
■0-5
■5-10
■10-50
■50-100
■100-500
■500-1000
■ 1000-2000
■2000-

休日

データ出典：株式会社agoop「ポイント型流動人口データ」
出典：国土地理院地図を加工して作成

• 同一地点（250mメッシュ）に15分以上滞在した人を集計したもの。ただし、居住地と推定さ
れた場所（100mメッシュ単位）の位置情報は秘匿化処理により削除されており、推定地におけ
る滞在は含まない。

滞在数[人/月]
■0-2.5
■2.5-5
■5-25
■ 25-50
■50-250
■250 -500
■500-1000
■1000-

【参考】推定居住地別（市内/市外）の滞在場所
• 立川駅周辺には市内居住者よりも多くの市外からの来訪者が滞在。
• 平日に比べ、休日は大型商業施設への集積が顕著。

立川駅

立飛駅
ららぽーと立川立飛

IKEA立川

GREEN
SPRINGS

立川駅

立飛駅
ららぽーと立川立飛

IKEA立川

※同一地点（250mメッシュ）に15分以上滞在した人を集計したもの。ただし、居住地と推定された場所（100メッシュ単位）の位置情報は秘匿化処理により削除されており、推定
居住地における滞在は含まない。
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